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Profile

氏名：稲垣貢哉 （いながき みつや）
年齢：57歳

1987年：興和株式会社入社繊維事業部繊維第一部織物課(名古屋)配属
1999年：同社繊維事業部蒲郡出張所(愛知県)・開発担当 ※生産管理兼新人教育担当
2003年：同社開發本部開発部テネリータ課(東京)を創設・課長 ※オーガニックコットン小売事業
2007年：Organic Exchange(現Textile Exchange)Governance Board of Director
2009年：オーガニックコットン表示ガイドライン検討委員(独立行政法人中小企業基盤整備機構)
2010年：興和株式会社生活関連事業部開発生産部生産課長
2016年：一般財団法人Peace by Peace評議員
2017年：同社生活関連事業部開発生産部オーガニック事業開発課長
2019年：同社退職
2019年：一般社団法人M.S.I.設立
2019年：Textile Exchange Ambassador(Asia)
2019年：一般財団法人Peace by Peace理事
2019年：Katsu New Yorkアドバイザー
2019年：豊田通商株式会社サステナブル業務アドバイザー
2020年：株式会社エヌエルプラス海外事業アドバイザー
2020年：独立行政法人製品評価技術基盤機構(NITE)製品認証技術委員会委員
2020年：株式会社熊谷最高顧問
2020年：旭化成株式会社主任コンサルタント
2020年：カジグループサステナブル事業コンサルタント
2021年：タキヒョー株式会社認証関連アドバイザー
2021年：日本サステナブルコットンイニシアチブ発起人
2021年：ST Japan（Sustainable Textile Manufacturers Japan＝中小繊維製造業サステナブル研究会)代表



現在の仕事

一般社団法人M.S.I. 理事
Textile Exchange Ambassador(Asia)
株式会社熊谷 最高顧問
一般財団法人Peace by Peace業務執行理事
Katsu New York アドバイザー
豊田通商株式会社 サステナブル業務アドバイザー
株式会社エヌエルプラス 海外事業アドバイザー
独立行政法人 製品評価技術基盤機構(NITE)製品認証技術委員会委員
(一財)ケケン認証センター 公平性委員会委員
旭化成株式会社 主任コンサルタント
カジグループ(カジレーネ㈱・カジナイロン㈱) サステナブル事業コンサルタント
タキヒョー株式会社 認証関連アドバイザー
やさしいせいふく 業務サポーター (※やさしいせいふく=中高生を中心としたアパレル素材製品啓発団体)

アパレル通信簿サポーター (アパレル通信簿＝高校生4人がアパレルのサステナブル実態を５段階評価)

WWF Japan講師
日本サステナブル・コットン・イニシアチブ(JSCI)発起人
ST Japan(Sustainable Textile Manufacturers Japan)代表



Textile Exchange
米国本部のNPO法人
ブランド・小売・生産者参加型プラットフォーム
創設：2002年創設
会員数：375(2020.06時点)→600∔(2021.8.25時点)
各種講習会・円卓会議
基準策定と運営



“サステナブル”に関する
総合非政府系組織

・データの収集と発表
・事例の紹介
・ネットワーク
・認証基準
・取組み
・素材別検討会



2030年までに繊維産業の原
料・素材製造にかかわる
CO²45％削減をめざします。





Textile Exchangeの主なメンバー

【アウトドア・スポーツ】パタゴニア、ナイキ、アディダス、プーマ、ルルレモンなど

【カジュアルファッション】インディテックス(Zara)、H&M、GAP、C&A

【ラグジュアリーブランド】Kering、LVMH、バーバリーなど

【小売店】TARGET、M&S、Otto、Tchibo、IKEAなど

【日本】興和、豊島、伊藤忠商事、西染工、旭化成、ファストリテイリング、ACE、PBP財団、
M.S.I.、タキヒョー、カケンテストセンター、ケケン試験認証センター

【その他】United Nations(国連)

※Kering：GUCCHI、サンローラン、ボッテガ・ヴェネタ、バレンシアガ、アレキサンダー マッ
クイーン等を有するグループで、全社を挙げてサスティナビリティに力を入れている。
LVMH：服飾のルイヴィトンとワインのモエエヘネシーを中核ブランドとするラグジュアリー
ブランドグループ。LOEWE、CELINE、KENZO、DIOR などのブランドを有する。

Members



Textile Exchange
サプライチェーン管理の観点から
各種基準の策定と運営もしています



GRSには
「社会」「環境」「化学」
の要求があります

その他の基準は
履歴の管理と混ざらない管理

が必要です
基準でサプライチェーン管理をする
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Standards

染協ニュース327 2020年11-12月より



GRS



GRS



GRS



認証取得企業は激増



日本企業のTE認証取得企業数

OCS 37社

RAF 6社

RCS 7社

RDS 6社

GRS 47社

103



Certification Bodies

日本企業がTE認証を取得
できる第3者認証機関





Preferred Fiber

Preferred Fiber status

TEでは環境・社会・
人権に配慮した原
料を使った繊維を
“Preferred Fiber”と
規定して業界に発
信して、その採用を
推奨しています



繊維業界の取り扱う素は天然から化学・合成繊維に変化してきました

2020年に生産された繊維原料の
68.2％が化学繊維(うち57.1％がポリエステル)
26.2％が綿

一人当たりの繊維製造量(＝消費量)は増え続けています



Preferred Fibers & Materials...
世界の繊維業界では、それぞれの素材で
サステナブルに取組んでいます



リサイクルはまだまだこれから？



Issues



Key Megatrends
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• What is in your product?

• Is it safe to make and use?

• Who made it? Where?

• Under what conditions?

An increasing number of people want to know … 知りたい人々は増えている

あなたの製品は何なのか？
安全に作られて使用できる
のか

誰がどこで？
どんな環境下
で？



Impacts
People.
Lots and lots of people.
9 billion by 2050.

Waste.  Water.  Energy.  Toxics.  Climate.  Biodiversity.

2050年には90億人
に人口が増えてしま
う

廃棄物。水。エネルギー。有毒物。気候。生物多様性。



Textile waste occupies nearly

5%
of all landfill space.

繊維産業の廃棄物が世界の5％のスペースを埋めている



According to the World Bank:

20%
of industrial fresh water pollution

comes from textile treatment and dyeing.
世界銀行によると、産業界での廃水汚染の20％は繊維の加工と染色が原因とされてい
る











NGO/NPO発信



自治体

近年地方自治体において
フェアトレードタウンへ
の申請・登録が増えてい
ます。
フェアトレードタウンと
は、市民、行政、企業、
小売店、学校など街全体
でフェアトレードを応援
する市町村、群、県など
の自治体のことです。地
域のみんなが一体となり、
フェアトレード製品を積
極的に購入・販売し、啓
発イベントを開催するな
どして、フェアトレード
を広める活動を積極的に
行います。

2011年熊本市
2015年名古屋市
2016年逗子市
2017年浜松市
2019年札幌市
2019年いなべ市
と続々と誕生しています



SDGs啓発の影響で学生の
意識は急上昇している

中高生を中心に
約90名以上
が参加

学生・市民



私たちが普段着ている洋服は、アジアの国々で生産されたものが数多くありますが、
こうした国々のアパレル労働者がいま、困難な状況に追い込まれています。新型コロ
ナウイルスの感染拡大で、作ったモノが売れなくなったり、仕事そのものがなくなっ
たりしているためです。これに対し、日本のアパレル業界のある支援プロジェクトが
動き出しました。

ＩＬＯ・国際労働機関などによると、感染拡大の影響で、解雇されたり自宅待機を強いられたりしているアパレル労働者は、
べトナムでは８８万人、バングラデシュでは２２８万人に及びます。さらに具体的な数字は明らかになっていないものの、大
きな影響を受けているとされるのがインド。コットンの原料となる綿花では世界有数の生産国です。インド東部オリッサ州の
綿花農家を訪ねました。
本来、綿花は収穫後すぐ糸に加工する工場に出荷されます。ところが工場がストップしたため出荷ができず、せっかく栽培し
た綿花は行き場をなくし、野ざらしになっていました。その後洗って売ったものの、普段の半分以下の価格でしか買いとって
もらえなかったといいます。今後の見通しについて現地ＮＧＯスタッフは「このまま農家の生活苦が改善されなければ、今後
は餓死する人が出てくる」と危惧します。

綿花農家 ティーロトマさん
「私の家族は収入が減って、満足に食事もとれていません。
薬も買えず、病院にも通えません。」

2020年6月25日（木） NEW

洋服が生産できなくなる？ アパレル労働者の危機
NHKニュース
『おはよう日本』
2020年6月25日放送



あなたは服を買うだけ！
インド農家の支援プロジェクト

現地ではいま、綿花を出荷して十分な現金収入が得られなかった
ことで、“種を買うお金がない”ことが問題になっています。これ
に対して日本のアパレル業界で、あるプロジェクトが動き出しま
した。インドの綿花農家の支援を行う「ピース・バイ・ピース・
コットン・プロジェクト」です。１２年前にスタートして、これ
まで綿花農家の子どもたちが学校に通えるようにするなどの支援
を行ってきました。支援の対象となるのは、環境にやさしいオー
ガニックコットンの栽培を始めた農家です。
支援の仕組みはシンプルです。プロジェクトが作った１００円、
２００円、３００円のタグを、協力してくれるブランドの洋服に
つけて販売します。買った人は商品の代金とタグに表示されてい
るお金をあわせて支払います。たとえば２，０００円の商品を
買った場合、１，９００円は作ったブランドに行き、１００円は
プロジェクトの基金を経由して、インドの農家を支援することに
使われます。これまでに集まったお金は１億円以上。ちなみにタ
グをつけられるのはオーガニックコットンを５１％以上使ってい
る洋服で、おもにネット上で販売されています。

プロジェクトには現在６つの企業が参加しています。仕掛け人は、
通販会社役員の葛西達也さん。感染拡大を受けて、現地の農家が
“種を買うためのお金”をプロジェクトから支援しようと準備を進
めています。タグを見た人には、洋服がどのような工程を経てお
店にならんでいるのか、想像力を働かせてほしいといいます。

ＰＢＰコットン財団代表 葛西龍也さん
「お店で買うのはモノだけでなく、モノを販売する人の給料やお店の家賃だという気持ちが、
感染拡大でこれまでより先に行ったと思います。農家にも子どもがいて、その未来も考えたと
きに果たして製品を買うだけでいいのか。そういった気持ちで、改めてお気に入りのものとか
を見直してもらい、これまでと違う消費の動きが始まったらいいなと思っています。」

©NHK 取材：廣田直敬アナウンサー、越智望ディレクター

プロジェクトでは、いまアプリの開発を進めています。アプリでタグを読み取ると、
子どもたちからのお礼のメッセージなどが掲載されているサイトが見られるようにす
る予定です。自分が洋服を買ったことで支援に回されたお金が、現地でどのように役
立っているかをより実感しやすくするための工夫だそうです。ふたたび世界がつな
がったときに、作る人も、売る人も、買う人も、洋服に関わる人すべて人が幸せにな
る世界を作る。それが葛西さんの目標です。



Peace By Peace

大学生インターンと現地学生のオンライン交流会 2021.02.18

『セルフデベロップメントゴールズ』
代表・葛西氏



PBP IT



PBP App







経済産業省
への提言

Yasashi Seifuku





Yasashi Seifuku
ｘ 新渡戸文化学園



2025 TARGET

自社の使用する綿を全てサステナブルにする活動“Cotton Challenge 2025”



綿花は80か国以上で栽培されていて、農地全体の約2.5％

発展途上国の綿花農業は小規模で先進国では高度に産業化されている

約1億軒が綿花栽培に従事していて、約2億5千万人以上が綿繊維製造
に従事している

発展途上国の1億軒の農家の約90％の農地の広さは2ha以下

世界の綿花栽培の70％程度が遺伝子組換え種使用



“Preferred  Cotton”は8年間で全綿花使用量の5％から30％に増加

“Preferred  Cotton”
の80％がBCI

オーガニックコットンも倍増しています



弱い立場から考えてみました

オーガニックコットンにおいては、2019年にGOTSがインド綿花商の
TC偽装調査を実施・摘発したことと、繊維業界の急速なサステナ
ブル意識変化によって2020年以降オーガニックコットンの需要は
急激に高まりました。それに加えて米国政府の新疆綿問題で、
2021年春にはオーガニックコットン原綿の入手ができないような事
態が発生しました。同時にNY綿花相場も高い価格で推移していま
す。
現在もオーガニックコットン需給バランスは崩れたままで、糸価格
は50％以上上がり、種類によっては2倍近くまで高騰しています。
ところが綿花農家からジンニング会社への販売価格は5％程度し
か高くなっていないことが昨年12月のインドのオーガニック転換農
家支援NPOの調査により分かりました。またオーガニックコットン原
料不足が騒がれているにもかかわらず、昨秋の収穫高は悪くなく
て在庫も豊富にあることがわかりました。
つまり中間業者であるジンニング会社や綿花商が相場高騰に乗じ
て原綿の販売を停止して、価格つり上げしているこ都が発覚してい
ます。
もし今秋に在庫過多になり、綿花価格が暴落したら買い取り価格
引き下げをされて影響を受けるのは農家になってしまいます。
新疆綿問題でも不買運動をして困るのは農家や繊維生産工場で、
アパレルや小売り・商社は原綿仕入先を変えることでさほど被害
が出ない気がします。
市場が強すぎて、農家や生産現場にしわ寄せがいっている現状は
とても悲しいものがあります。

PBP財団と
現地のやり
取りのコピー

提供：稲垣



contamination

A. Concept : やさしいせいふく
B. 原料：オーガニックコットン
C. 透明化
①生産履歴
・インド・オリッサ州(PBP支援地)綿
・インド・タミルナドゥ州工場生産
②コスト

D. 現地との交流による生産チェック
E. 過剰な異物除去作業(日本独特)の軽減
F. 国際認証
G. 収益の一部が現地支援に
H. 収益の一部が学生活動資金
などなど…



contamination



JSCI （Japan Sustainable Cotton Initiative）
サステナブルコットンへの取組み



S.T Japan
～日本の繊維を元気にする！～

S.T Japan (Sustainable Textile manufacturers Japan)

私たちは地球規模のテーマであるSDGsの達成に向けて、ともに明るい未来を創造することを目的として活動を開始しました。

・セミナー実施
サステナブルな製造に向けて講師を招き、国内外の情報や国際標準なモノづくりを学んでいきます。

・実践的講習会の実施
カテゴリー別に国際認証基準の学習会や認証取得について実践的な講習会を実施します。

・交流会の実施
産地・業種を超えて話合い、課題を抽出して共に解決に向けて検討していきます。

・展示会などへの共同出展
国内外の展示会に共同で参加して大きめのスペースで展示・提案していきます。

・参加資格
繊維製造業、中小企業であればどの企業でも参加可能です。

・会費
参加費は無料。セミナー・交流会・展示会などの費用は折半して支払うことを計画しています。



ST Japan (Sustainable Textile manufacturers Japan=繊維製造業者サステナブル研究会)は事務所を持たない
バーチャルオフィスで運営する任意団体です。

代表
稲垣貢哉(一般社団法人M.S.I.理事、Textile Exchangeアンバサダー)

副代表
平松誠治(丸松織布㈱代表取締役、日本綿スフ織物工業連合会会長)
梶政隆(カジグループ代表、石川県織物構造改善工業組合副理事長)
山本敏明(西染工㈱代表取締役、愛媛県繊維染色工業組合理事長)

事務局
熊谷吉郎(㈱熊谷 代表取締役、一般社団法人M.S.I.代表理事)

連絡先 メールアドレス： info@stjapan.org/電話番号： 052-622-7895 (㈱熊谷内)

mailto:info@stjapan.org


カジグループ(石川県/織・編・糸・機械・製品・小売/合繊)
丸松織布(愛知県/織/綿織物)
西染工(愛媛県/染色・織・製品・小売/染色)
熊谷(愛知県/絞り・製品・小売/加工)
池藤織布(大阪府/織/織物)
辰巳織布(大阪府/織/織物)
飯田産業(大阪府/織/織物)
森常染工(石川県/染/合繊染色)
古市(福井県/撚糸/撚糸)
アサヒマカム(福井県/経編/合繊)
福井経編興業(福井県/経編/合繊)
豊島繊維(福井県/織・編/合繊)
吉田染工(和歌山県/染/染色)
オカトク(愛知県/織/織物)
勿驚社(愛知県/織/織物)
日の出毛織(大阪府/織・縫製/毛布)
中伝毛織(愛知県/織・編/ウール)
イケヒコ・コーポレーション(福岡県・織・縫製/い草)
和紙の布(大阪府/織・縫製/和紙)
野村工業(奈良県/染)
一色テキスタイル(京都府/織/丹後ちりめん)
安倍吉(山形県/織/シルク)

ST Japan 参加企業
佐藤繊維(山形県/編・糸・製品・小売/天然繊維)
カイハラ(広島県/糸・織・染・整理加工/デニム)
長谷虎紡績(岐阜県/糸・製品/紡績・製品)
丸井織物(石川県/織/合繊)
片山撚糸(愛知県/撚糸)
神田穴絓工業(愛知県/補修・修正)
桑原(愛知県/補修・修正)
カネタ織物(静岡県/織/織物)
三広織布(奈良県/織/織物)
古橋織布(静岡県/織/織物)
笹田織物(奈良県/織/織物)
杉岡織布(滋賀県/織/織物)
宮田織物(福岡県/織・縫製/久留米絣)
東洋織布(愛知県/織/織物)
丸山繊維工業(奈良県/織・縫製)
クロスサイジング(愛知県/サイジング)
服部テキスタイル(兵庫県/織・染色・縫製/寝装品)
新美(愛知県/織/小幅織物)
平山繊維(大阪府/織/小幅織物)
ミツノブ(福岡県/織・縫製)
きものブレイン(新潟/縫製・修正/きもの)





No One will be left behind..


